
Abstract

The hard “job―hunting” situation makes some mental problems for female college stu-

dents . The present study was intended to investigate relation among“job―hunting”, relevant

social support, and about what they feel happy and painful. A method for analyzing free de-

scriptive answer was administered to final year female college students（N＝６９）who were

searching for a “job―hunting”. Results indicated that �social support by placement office,

family, friends, university health service and other support are categorized into２ types,

physical support and mental support, �physical support eventually shifts to mental support,

�some students, who think “job―hunting” as the chance to clear the developmental task,

so called identity formation, and make effort to develop themselves, feel happy during job―
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要 約

大学生を取り巻く就職活動の状況は険しく、精神健康の観点からも大きな問題となって

いる。本研究では就職活動において具体的にはどのようなソーシャルサポートが行われて

いるのか、それと関連して実際にどのようなことが「よかったこと」、「辛かったこと」と

考とらえられているかについて、自由記述の調査を実施し、内容分析を行った。その結

果、「就職課」、「家族」、「友人」、「保健管理センター」、「その他」としての先輩や先生等

に人間関係やWeb上での就職活動援助サイトなどについて、物理的サポートと精神的サ

ポートが行われ、また、物理的サポートが結果的に精神的サポートに結びつくことが明ら

かになった。「よかったこと」においては、そのようにとらえるベースに就職活動を取り

組むべき試練やアイデンティティ確立のための発達課題としてとらえ、外的要因が内的要

因の自己開発へと結びつけようとしている態度があることが明らかになった。「辛かった

こと」は、面接に付随する要因が多数を占め、それが他者との関係における辛いことにも

結び付き、結果的に精神的不健康を生じさせていることが示された。

【Key Word】就職活動・精神健康・ソーシャルサポート
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�．背景
１．大学生の就職の現状

大学生の職業選択は人生において初めて

の大きな選択である。卒業後、どのような

仕事をするのかは、ひいては、その後の人

生を左右する問題ともなりうる。そしてま

た、大学を卒業したら仕事につくのが当然

といった社会通念もつよく、就職はすべき

であるといったプレッシャーもあり、否が

応でも就職活動に取り組まねばならない現

状がある。このような中、就職活動は人生

におけるイニシエーションであるともいえ

よう。どのような職業につくべきなのか、

どのように職業選択をするべきなのか、就

職活動をうまく切り抜けるためにはどのよ

うな方策があるのか、といった事柄に右往

左往する中で就職活動を行わなければなら

ない。就職活動を取り巻く状況は非常に厳

しく、ストレスフルなものとなっている。

しかし、観点を変えると就職活動は青年期

における発達課題としてとらえることがで

きる。Erikson（１９５９）は、就職について

「職業に関する同一性（職業的同一性）を

獲得すること」ととらえ、また、Super

（１９９０）は「ライフ・スパン」という発達

的な視点を提起し、キャリアを作っていく

うえで「希望する仕事をする機会を見つけ

ること」であると述べている。

しかし、長期的不況による採用率の低下

や非正規労働者の増加などの社会的経済状

況の変化とあいまって、大学生を取り巻く

就職状況は非常に厳しい。また、大学生の

就職活動は、企業側が新規学卒者を一括採

用するために企業側のスケジュールに合わ

せて就職活動を行わなければならず、加え

て企業側の採用の基準の不明確さと非合理

性はなぜ自分が落とされたのかがわからな

いなど、学生にとって大きなプレッシャー

となっているものと考えられる。そしてそ

の就職活動の期間は長期に渡り、場合によ

っては一日に数社の面接や訪問をこなさな

ければならないなど、身体的な疲れや経済

的な出費、時間の拘束もまた大きなストレ

スとなっているのである。

就職課やキャリアセンターを訪れる学生

からの相談内容は従来、職業選択について

の直接的なアドバイスや自己分析、エント

リーシートの書き方などの相談が主流であ

った。しかし、就職活動状況を背景に多様

化しており（井本・青木ら，２０１２）、特に

最近は精神的に不健康を起こしていわゆる

就活うつと呼ばれるうつ傾向を示す学生が

増えてきている。すなわち、従来の実践的

アドバイスのみならず、精神的なサポート

もまた重要になってきているのである。

２．就職活動とソーシャルサポート

就職活動の過程でのストレス状況におい

て、その負荷を低減して有意義な就職活動

を行うにどのような要因が有効であるだろ

hunting. Mostly, a failed interview is felt painful and causes to a bad relation with others

and finally to bad mental health.

Key word : job―hunting, mental health, social support
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うか。この点に関し、多くの先行研究で

ソーシャルサポートの重要性が指摘されて

いる。ここでいうソーシャルサポートとは

「家族や友人、隣人など、ある個人をとり

まく様々な人々からの有形・無形の援助を

指すもの」（嶋、１９９２）であり、重要な他

者からの援助を指す。Caplan（１９７４）によ

れば、ソーシャルサポートにおける「重要

な他者は，人が自らの心理的な資源を動員

して，情緒的な負担をのりこえる助けとな

る。重要な他者は，一緒になって問題にと

りくんでくれたり，お金や物や道具や技術

を提供してくれたり，どのように考えれば

よいかアドバイスしてくれたりする。それ

らは，その人が状況に対してうまく対処で

きるようにするのに役立つ」者と考えるこ

とが出来る。

これらのことをふまえると就職活動にお

いて就職課のサポートのみならず、家族や

友人たちからのサポートもまた重要な役割

を果たしているといえよう。なぜならば、

どれほどきめ細かな援助が就職課によって

行われたとしても個々人の就職活動のスト

レスからくる精神健康まで補えないのが現

状である。ゆえに、個々人の状況にあった

周りの人間関係からのサポートの必要性が

出てくる。この点について下村・木村

（１９９４）は、大学生が就職活動にあたって

先輩や友人など身近な人から就職活動の手

続きや企業情報などの情報を得ていること

を示唆している。これらのサポートの内容

は「一般的に自分に対して関心を示してく

れる」という形でサポートを受けて」いる

と考えられ、（下村ら、１９９７）、サポートを

受ける源によって、それぞれサポートの内

容が異なることが指摘されている。また、

女性特有のサポートがあることも指摘され

ており、「全般的に就職活動に対する関与

の高い者の方が、また女性の方がソーシャ

ルサポートを受けているようであった。」

ことを結論付け、その理由として．就職活

動ストレスの経験が男性より女性の方が多

いことも一因と述べている（下村ら、

１９９７）。

このようにどのようなソーシャルサポー

トを受けるかは様々であり、たとえば、そ

の役割について、「情緒的サポート」と

「道具的サポート」が指摘されるなど（Hol-

mes、１９６７）、その効用も様々である。ま

た、ソーシャルサポートといえば、そのポ

ジティブな側面ばかりが取り上げられる

が、その一方でソーシャルサポート自体が

負荷になるようなネガティブな側面も持っ

ているのではないかと思われる。いずれに

せよ、就職活動においてソーシャルサポー

トが精神健康に与える影響は大きいと推測

される。

そこで、本研究では具体的にはどのよう

なソーシャルサポートが行われているのか

についての検討をおこなった。また、合わ

せてそれと関連して実際に就職活動のどの

ようなことがよかったこと、辛かったこと

と考えられているかも記述をもとめ、必要

とされるサポートの要因について検討し

た。就職活動を取り巻く状況は個々に異な

ることから、個々人に対して、直接経験的

な状況の回答を求める方法が有効ではない

かと考えられたので、それぞれの状況の生

の声をできるだけ拾い上げるため、質問紙

の中にソーシャルサポートについて自由記

述を設けた。
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�．方法
１．調査対象者

A女子大学 臨床心理学科 ４年生

１１６名

２．配布方法

大学４年生のセミないしは、オリエン

テーション時に、協力を依頼し、同意を得

られた方に、研究者ないしは、セミ担当教

員による質問紙の配布、および回収を行っ

た

３．調査時期と手続き

調査時期：２０１３年９月末～１０月末

４．調査材料

調査は自由記述項目と質問紙票から構成

されるが、本研究は、自由記述に対する考

察・検討であるため、以下、自由記述部分

のみを記載する。

自由記述

１＞ソーシャルサポート

就職活動で役立ったサポートについて、

就職課、保健管理センター、家族、友人、

その他の項目において自由記述を求めた。

２＞よかったこと・辛かったこと

就職活動を通じて具体的な体験からの思

いについて精神的によかったこと、辛かっ

たことにおいて自由記述を求めた。

５．分析方法

記述内容をデメンションに分け、小・

中・大カテゴリーに分類して内容分析を行

った。

６．倫理的配慮

本研究は、跡見女子大学の研究倫理審査

会において承認された。（１３０１５）

�．結果
１．調査対象者の属性

最終的に１１６名が質問紙調査に回答し

た。このうち、自由記述欄に１欄以上の記

載があったものは、６４名であった。性別は

すべて女性で、平均年齢は２１．５（±０．５）

歳である。

就職活動状況は「内定を取得している」

者３９人（６０．９％）、「内定先はなく、就職活

動中」の者１７人（２６．６％）、「内定先がある

が、さ ら に 就 職 活 動 中」の 者７人

（１０，９％）、「その他」の中で就職との両

立と答えた者で就職活動ストレス尺度に答

えた者の１人（１．６％）であった。

２．自由記述質問項目の結果

自由記述質問項目で収集したデータを分

析し、カテゴリーとデメンションに整理さ

れた。それらの結果を以下にまとめる。

（１）就職活動で役立ったと思うサポート

はどのような事柄か

就職活動で役立ったと思うサポートにつ

いて、「就職課」「保健管理センター」、「家

族」、「友人」、「その他」について自由記述

を求めた。複数回答については可とした。

サポートについては特に規定を設けず、自

由に記述してもらった。収集された記述

データは内容分析により、概念とカテゴ

リーに整理された。それらを以下の表に示

す。
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１）就職課

就職課のサポートは、「物理的サポー

ト」、「精神面のサポート」の２つの大カテ

ゴリー整理された。中カテゴリーは前者に

「情報提供」、「具体的指導」、後者に「相

談」となった。さらに「情報提供」は情報

の内容区分に基づく形で「一般的情報」、

「求人情報」に区分され、「具体的指導」

は「対策講座の開催」、「面接指導」、「書類

作成に対するサポート」となり、就職課が

提供する機能の特質から、就職活動そのも

のに対する直接的なサポートが占めた。

「相談」については、単に「相談」という

語句の説明が多く相談の内容についての言

及が特になかったため「相談」と分類し

た。また、「相談」よりも、より直接的な

指示を表す「アドバイス」も小カテゴリー

として分類された。「相談」の中カテゴ

リーについては、前述したように具体的な

内容が示されなかったため、その中身につ

いての検討はできなかったが、中カテゴ

リー「相談」の回答のいくつかは、物理的

サポートの内容を含むものがあったのでは

ないかと推測される。

２）保健管理センター

保健管理センターのサポートについての

記述は最も少なく、２回答のみであった。

他のサポート同様に「物理的サポート」の

大カテゴリーが生成され、もう一つは「身

体面のサポート」の２つの大カテゴリーに

整理された。健康診断に対するサポート、

体調不良による休養の利用によるサポート

が回答内容であり、精神健康に関してのサ

ポートはみられなかった。

３）家族

家族のサポートも、「物理的サポート」、

表１ 就職課のサポートに関する記述

表２ 保健管理センターのサポートに関する記述
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「精神面のサポート」の２つの大カテゴ

リーに整理された。中カテゴリーは前者に

「援助的サポート」と「トレーニング」、

後者に「情緒的サポート」、「具体的精神的

サポート」となった。さらに「情緒的サ

ポート」は話すことで情緒的にサポートさ

れる「相談」、情緒の内容区分に基づく形

で「励まし」、「安心感」に区分され、「具

体的精神的サポート」は「情報提供」や

「アドバイス」など、より直接的に就職活

動に関わるような精神的サポートが挙げら

れていた。「援助的サポート」では就職活

動資金や衣服の援助などの「経済的サポー

ト」と、食事の提供や体調管理を含む「健

康管理」が挙げられていた。また、就職課

のサポートのように「エントリーシートの

確認」や「面接練習」といった内容が「ト

レーニング」の中の小カテゴリーとして分

類された。家族のサポートの記述は最も多

く、また、予測された情緒的活動のみなら

ず、具体的に就職活動をサポートする内容

も半数以上に見られた。

４）友人

友人のサポートも、「物理的サポート」、

「精神面のサポート」の２つの大カテゴ

リーに分類でき、中カテゴリーは前者に

「情報交換」と「活動準備」、後者に「相

談」、「励ましあい」となった。さらに「情

報交換」は「就職全般の情報交換」と「就

職活動の情報交換」に分かれ、「活動準備

は、具体的な準備のサポートである「提出

書類の確認」と自分自身を分析することを

サポートする「自己分析」に分かれた。一

方、「精神的サポート」の「相談」では、

漠然と「相談」と答えられたカテゴリーと

表３ 家族のサポートに関する記述
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より直接的なサポートに関する相談である

「アドバイス」に分類され．「励ましあ

い」は、お互いに就職活動を勝ち抜くため

の「心の支えあい」と飲食を共にするなど

の場で話すことによる「ストレス発散」と

に分類された。

５）その他

「その他」も同様に「物理的サポー

ト」、「精神面のサポート」に分類でき、前

者 は「情報」と「アドバイス」に、後者

は「他者とのつながり」の中カテゴリーに

それぞれ分類された。「情報」は、情報化

社会を反映して「Webサイト」のサポート

の利用が多く、就職関係の「本」による紙

媒体の情報からもサポートを受けていると

いう回答も見られた。また、学校外の、ハ

ローワーク等の公共機関からも新卒の職業

紹介という形でサポートを受けていた。

「他者とのつながり」では就職活動を通じ

て知り合った新しい人間関係による「就職

先で出会った人」の分類や青年期に特に影

響が大きいと推測される「恋人」からのサ

ポートも記述があった。

（２）就職活動で具体的な体験による思い

表４ 友人のサポートに関する記述
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から精神的によかったこと、辛かったこ

とはどのような事柄か

就職活動で具体的な体験による思いから

役立ったと思うサポートについて特に規定

を設けず、自由記述を求めた。収集された

記述データは内容分析により、概念とカテ

ゴリーに分類された。それらを以下の表に

示す。

１）精神的によかったこと

精神的によかったことは、「外的要因」

と「内的要因」に二分された。「外的要

因」では、まず「就職活動そのものの楽し

さ」があげられており、「達成感」や「知

らない地域への移動」、「経験そのもの」、

「生活の緊張感」といった就職活動に関連

する精神状態や行動状況そのものがよかっ

たと感じられていた。さらに、「他者との

関係」が中カテゴリーに分類され、他者関

係そのものによる「新しい人間関係の構

築」や「他者からの支え」が記述された。

また、「企業側からの応答」として「企業

側の親切」、「企業側からの評価」、「面接の

通過」、「面接からの学び」が挙げられてい

た。すなわち、外的要因の内容は就職活動

から直接的に得られる事柄と、就職活動で

出会った人との関係、および家族や友人等

の既存の人間関係に関する事柄が主要なも

のであった。

「内的要因」は、「自己開発」と「社会

勉強」に大別され、前者の小カテゴリーで

は「社会適応能力の向上」や「内的成

長」、「自己に対する気づき」があげられ、

後者の小カテゴリーでは「文化についての

認識の獲得」や「社会についての認識の獲

得」、「仕事についての認識の獲得」といっ

た直接的に内面の成長につながるものと、

「説明からの学び」といった間接的に内面

の成長に繋がるものがあげられていた。い

ずれも、自己成長に関連するものであり、

就職活動が自己発達の機会としてとらえら

れているものと推測された。

２）精神的に辛かったこと

精神的に辛かったことは、「他者との関

係」、「精神的不健康」、「物理的要因」、「試

験に関する迷い」、「勉学との両立」に分類

された。もっとも多かったのは「他者との

関係」で分類された記述の中で、中でも

「友人との比較による圧迫」の出現頻度が

表５ その他のサポートに関する記述
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表６ 精神的によかったことに関する記述
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表７ 精神的に辛かったことに関する記述
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高く、「自分だけが決まらないことの焦

り」や「友人との比較」など、内定が取れ

ないことを友人と比較することが辛いこと

を示していた。その他には「内定未獲得者

への配慮」や「親からの圧迫」や「相談相

手の無さ」が挙げられていた。「精神的不

健康」は「自信喪失」や「不安」をベース

とする「精神的閉塞感」「葛藤」や「スト

レス」をベースとする「精神的圧迫」が記

述された。

「物理的要因」では、「夏場の服装」の

暑さによる辛さや、道を間違える等の就職

活動に関する「行動的失敗」が挙げられて

いた。

就職そのものに対する迷いをもつものも

あり、「就職に関する迷い」として記述さ

れた。また、就職活動と「勉学との両立」

を辛かったことにあげている者もいた。

�．考察
１．ソーシャルサポートの現状

実際に受けているソーシャルサポート

は、保健管理センターでの身体的サポート

以外は物理的サポートと精神的サポートに

二分された。物理的サポートとは、トレー

ニングや添削等を含む実践に即したサポー

ト、情報面でのサポート、および食事や資

金援助などの物質的なサポートを含む。

当初、キャリアセンターや保健管理セン

ターのカウンセリング等の相談係がその多

くを占めるものと予測されていたが、友人

や家族からの物理的サポートも多く見られ

た。友人の場合は相互に同じ経験を共有し

ているものとして助け合いの精神が見られ

たのではないかと考えられる。

また、家族の実践的なサポートも、子ど

もの就職は結果的には家庭の経済面での安

定につながるため、単に精神的サポートに
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とどまらず、より実践的なサポートへと向

かった可能性が考えられる。また、就職の

アドバイスや相談にのってくれることは、

単に物理的サポートとしてうけとられるの

ではなく、そこから安心感や励まし、意欲

といったものを得たという回答も得られ、

物理的サポートと精神的サポートとの両方

の要素を兼ね備えたサポートもあることが

わかった。

その他、インターネットを活用したサ

ポートも見られたことは、現代の情報化社

会における就職活動の形を反映していると

考えられる。

おおむね、人間関係から得られるサポー

トが多く、あらためて就職活動における他

者との関係が重要であることが明らかにな

った。一方で、本来、精神健康の面でのサ

ポートがその役割として期待される保健管

理センターでのソーシャルサポートについ

ては、ほんの数名があげたのみで、精神健

康サポートとして活用している者は皆無で

あった。全般的に物理的サポートと精神的

サポートは切り離されるものではなく、結

果的に物理的サポートも精神的健康に対し

て影響を持っているものと考えられた。

２．就職活動でよかったこと

就職活動でよかったことは、内的な要因

と外的な要因に二分された。外的な要因で

は、就職活動そのものが楽しいと答えたも

のがあり、例えば、達成感や、就職活動を

行うことによる緊張感や生活そのものをよ

かったこととしてあげるなど、辛くともそ

れを人生の試練として受け入れてポジティ

図１ 具体的に受けているソーシャルサポートの図式
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ブにとらえていることが示された。

また、面接からの喜びを得たことなど、

就職活動が成功したことからくる嬉しさを

あげたものもあり、これは最も本来の就職

活動から得られる喜びであろうと思われ

る。前述のソーシャルサポートの結果から

考えると、就職活動からよかったことを取

り入れるベースには他者との関係、特に他

者からのソーシャルサポートがあったので

はないかと推測される。すなわち、外的要

因の中で、就職活動そのものの楽しさや面

接からの喜びを支えていたのは、良い他者

との関係からの影響が大きかったのではな

いかと考えられた。

一方、内的要因としては社会勉強になっ

たことと、自己開発につながったことが挙

げられ、社会勉強も結局はより良い自分に

なるための自己開発に結びついている自覚

されていることが明らかになった。外的要

因もほとんどが辛い就職活動をポジティブ

にとらえていることから考えると、よかっ

たこととしてとらえられていることは、最

終的には自己開発や自己啓発に結びつけて

とらえているためではないかと考えられ

た。

総じて、よかったことを積極的に取り上

げられることのできるものは、ストレスに

対する対処能力やレジデンスのようなスト

レスに打ち勝つ力が高いとともに、就職活

動を自らに果たされた試練として果敢に取

り組み、青年期の発達課題をはたしてアイ

デンティティ確立へのステップを上がろう

と奮闘していると考えられる。

図２ 就職活動でよかったことの図式
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３．就職活動で辛かったこと

辛かったことの多くは面接に関すること

であった。最も多かったのは面接の不合格

で。単に不合格と言っても、不合格の際の

企業側の態度や理由が明確でないといった

不合格に付随する理由をあげるものが多か

った。また、不合格でなくとも面接そのも

のが辛いと感じるものや、さらにその不合

格の経験が他者との比較において、自信喪

失や焦りを生じさせるなど、二次的に辛い

ことを派生させている側面もあった。ま

た、その辛さも、友人が先に受かっても辛

いし、自分が先に受かっても気を使わない

といけないので辛いといった葛藤状態も報

告され、同時に就職活動を行っている友人

との関係においては、非常に複雑な辛さが

あることが示された。

ソーシャルサポートでポジティブな評価

であった親との関係も、サポートされるこ

と自体が過分な期待を感じるなどの重荷に

なって、辛いと考えている者があることは

興味深い。これはソーシャル「サポート」

といえども必ずしもサポートにならない場

合があることを示唆している。

総じて、辛いことは面接がうまくいかな

い辛さが、他者との関係につらさを生み出

したり、直接的に精神的健康を生じさせた

り、他者との関係の辛さが結局は精神的健

康に結びつくなど、辛さの根源となってい

るものと考えられる。

そして、結果としての精神不健康を導い

ているのではないかと思われる。また、そ

図３ 就職活動で辛かったことの図式
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の他の勉学との両立や就職に関する迷いな

ども結局は精神的不健康に結びつき、いわ

ゆる就職鬱にみられるような就職活動に関

する精神的不健康の問題を引き起こしてい

ると考えられた。

�．まとめと課題
就職活動は、ネガティブな側面ばかりが

強調されがちであるが、今回、「よかった

こと」の自由記述で少なからずの学生が記

述しているように辛い就職活動を自己鍛錬

や自己成長の機会としてとらえていた。こ

れは就職活動が、いわば、現代社会におけ

る一つのイニシエーションとして機能して

いるとも考えることが出来る。

本研究では、友人や親などがそもそも

ソーシャルサポートになりうる関係性かと

いう背景を把握するということができなか

ったという限界を持っている。

しかしながら、ソーシャルサポートにつ

いては、元来そのメリットばかりがクロー

ズアップされるが、その二面性があきらか

になった。例えば、友人関係においてはお

互いの間に内定と非内定というアンバラン

スな状況が起こると、これまで相互に行っ

ていた良好なソーシャルサポートの関係が

ストレスフルな関係に変化したり、家族か

らのサポートは裏返すと負担に感じられ、

結果的にストレスになるなど、ソーシャル

サポートのもつネガティブな側面が明らか

になった。

就職活動は辛いものではあるけれども、

できるだけ企業側の要因である非合理的な

側面を排除し、また、同時に十分に適切な

サポートが提供され、有意義な就職活動が

行われることが重要である。本研究では

ソーシャルサポートの多様性と就職活動に

おける精神健康に関連する要因の関係を明

らかにした。就職活動のサポートについ

て、実践的な内容ばかりではなく、精神健

康のケアに焦点を当てたサポートが今後も

っと重要視されるべきであると思われる。

謝辞

調査対象者の皆様、及び、ゼミ担当教員

のご協力と、宮岡佳子先生、松嵜くみ子先

生の研究指導に心より御礼申し上げます。

参考文献

Caplan, G.（１９７４）：Support system and com-

munity mental health. New York : Be-

havior Publication.（近藤喬一・増子

肇・宮田洋三共訳．１９７９ 地域ぐるみ

の精神衛生 星和書店，６．）

Holmes, T. H., & Rahe, R. T.（１９６７）：The

social readjustment rating scale. Jour-

nal of Psychosomatic Research, １１,

２１３―２１８.

Erikson, E. H.（１９５９）：Identity and the Life

Cycle Psychological Issues Vol I. No.1.

Monographl . International Universi-

ties. Press, Inc, New York

井本恵章・青木敬章・長谷川恭子・中谷桂

子（２０１２）：４年制大学の進路支援に

おける心理学的援助の役割と実践 大

阪経大論集，６３（１），１４９―１５９．

嶋信宏（１９９２）：大学生におけるソーシャ

ルサポートの日常生活ストレスに対す

る効果 社会心理学研究，７（１），４５―

５３．

下村英雄・木村周（１９９４）：大学生の就職

活動における就職関連情報と職業未決

－ 92－



定 進路指導研究，１５，１１―１９．

下村英雄，木村周（１９９７）：大学生の就職

活動ストレスとソーシャルサポートの

検討 進路指導研究，１８（１），９－

１６．

Super, D. E.（１９５７）：A life―span, life―space

approach to career development . In D.

Brown & L. Brook（Eds.）Career

choice and development : Applying

contemporary theories to practice. San

Francisco : Jossey―Bass. pp.１９７―２６１．

－ 93－


